
              

 

第
３
師
団
第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長 

飯
島
１

佐
）
は
、
平
成
31
年
２
月
４
日
（
月
）
か
ら
15
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
で
日
米
共
同

訓
練
を
実
施
し
た
。 

 

本
訓
練
は
、
陸
上
自
衛

隊
及
び
米
海
兵
隊
の
部
隊

が
そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮
系
統

に
従
い
、
作
戦
を
実
施
す

る
場
合
に
お
け
る
相
互
連

携
要
領
を
実
行
動
に
よ
り

訓
練
し
、
連
携
強
化
及
び

共
同
対
処
能
力
の
向
上
を

図
る
事
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
た
。 

 

２
月
４
日
（
月
）
、
あ

い
ば
野
演
習
場
で
訓
練
開

始
式
が
行
わ
れ
、
両
国
の

国
旗
が
掲
揚
さ
れ
士
気
高

揚
す
る
な
か
、
日
米
両
統

裁
官
が
そ
れ
ぞ
れ
、
フ
ォ

レ
ス
ト
ラ
イ
ト
を
実
り
あ

る
訓
練
に
す
べ
く
と
訓
示

を
述
べ
た
。
引
き
続
き
機

能
別
訓
練
と
し
て
、
Ｍ
Ｖ

‐

22
オ
ス
プ
レ
イ
、
Ｕ
Ｈ

‐

１
Ｊ
及
び
Ｃ
Ｈ‐

47
Ｊ

に
よ
る
空
中
機
動
訓
練
及

び
至
近
距
離
射
撃
等
を

行
っ
た
。 

 
 

 

実
施
部
隊
は
、
日
米
相

互
の
連
携
を
確
認
し
、
所

望
の
成
果
を
得
た
。 

 
 

  

第
10
師
団
（
師
団
長 

甲
斐
陸
将
）
は
、
平
成
31

年
１
月
29
日
（
火
）
、
岐

阜
県
各
務
原
市
、
２
月
６

日
（
水
）
、
愛
知
県
豊
田

市
・
岐
阜
県
恵
那
市
、
２

月
14
日
（
木
）
、
愛
知
県

田
原
市
、
２
月
19
日

（
火
）
、
岐
阜
県
瑞
浪
市

で
の
豚
コ
レ
ラ
発
生
に
伴

い
、
岐
阜
県
及
び
愛
知
県

知
事
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
災
害

派
遣
要
請
を
受
け
、
養
豚

場
で
の
豚
の
殺
処
分
支
援

等
の
災
害
派
遣
活
動
を
24

時
間
態
勢
で
実
施
し
た
。

２
月
20
日
（
水
）
、
愛
知

県
知
事
か
ら
の
撤
収
要
請
、

２
月
21
日
（
木
）
、
岐
阜

県
知
事
か
ら
の
撤
収
要
請

を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
、
愛
知

県
及
び
岐
阜
県
に
お
け
る

災
害
派
遣
活
動
を
終
了
し

た
。 

２０１９年２月２７日発刊号 中部方面隊広報紙 第１１５号 
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国
内
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け
る
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
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 写 真 

日米両国旗の掲揚 

ＣＨ‐４７による消火活動 

 
 

 
 

 

～
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
～ 

前
夜
懇
親
会 

夜通し作業にあたる隊員 

山
崎
陸
上
幕
僚
長 

第１０師団 豚コレラに係る災害派遣 

林
野
火
災
に
係
る
災
害
派
遣 

 
 

平
成
31
年
１
月
24
日

（
木
）
17
時
18
分
、
第
37

普
通
科
連
隊
及
び
中
部
方

面
航
空
隊
は
、
和
歌
山
県

知
事
よ
り
和
歌
山
県
田
辺

市
で
発
生
し
た
林
野
火
災

に
伴
う
災
害
派
遣
要
請
を

受
け
、
人
員
延
べ
１
２
９

名
、
車
両
延
べ
約
25
両
、

航
空
機
延
べ
約
８
機
を

も
っ
て
消
火
活
動
を
実
施
。 

 
 

 

１
月
25
日
（
金
）
13
時

30
分
、
林
野
火
災
鎮
火
に

伴
い
、
和
歌
山
県
知
事
か

ら
の
撤
収
要
請
を
受
け
、

同
活
動
を
終
了
し
た
。 

師団長への現地説明 

フォレストライト０２ 

岐
阜
県
関
市 

第３師団 ヘリで消火活動 和歌山県田辺市 災害 
派遣 

災害 
派遣 

岐阜県・愛知県 

岐阜県関市 

至近距離射撃 市街地戦闘訓練 

（
４
面
に
関
連
記
事
） 

 



              

（２） 

   
 

  

第
10
師
団
（
師
団
長 

甲

斐
陸
将
）
は
、
平
成
31
年
２

月
５
日
（
火
）
か
ら
２
月
14

日
（
木
）
ま
で
の
間
、
東
富

士
演
習
場
、
滝
ヶ
原
・
駒
門

駐
屯
地
及
び
同
周
辺
に
お
い

て
、
第
２
次
師
団
訓
練
検
閲

を
実
施
し
た
。 

 

本
検
閲
は
、
第
10
後
方
支

援
連
隊
（
連
隊
長 

齊
藤
１

佐
）
、
第
10
通
信
大
隊
（
大

隊
長 

鈴
木
２
佐
）
、
第
10

音
楽
隊
（
隊
長 

吉
川
２

尉
）
の
３
個
部
隊
に
対
し
、

総
合
戦
闘
力
の
最
大
限
発
揮

を
検
閲
課
目
と
し
て
行
わ
れ

た
。 

 

受
閲
部
隊
は
、
任
務
遂
行

に
必
要
な
諸
準
備
を
整
え
万

全
の
態
勢
で
検
閲
に
臨
ん
だ
。

訓
練
検
閲
は
、
徒
歩
行
進
に

引
き
続
き
、
防
御
準
備
に
移

行
す
る
想
定
で
行
わ
れ
た
。 

 

第
10
後
方
支
援
連
隊
は
、

あ
ら
ゆ
る
損
耗
に
対
す
る
柔

軟
な
兵
站
活
動
、
第
10
通
信

大
隊
は
、
各
通
信
組
織
の
構

成
・
維
持
・
運
営
、
ま
た
、

第
10
音
楽
隊
は
、
師
団
指
揮

所
の
警
戒
及
び
残
留
住
民
の

保
護
な
ど
を
実
施
し
、
各
受

閲
部
隊
は
、
積
み
上
げ
た
訓

練
の
成
果
を
最
大
限
に
発
揮

し
、
各
級
指
揮
官
を
核
心
に

一
致
団
結
、
統
裁
官
要
望
事

項
で
あ
る
「
実
行
の
指
揮
監

督
」
を
全
員
が
意
識
し
て
実

践
し
、
師
団
の
任
務
達
成
に

寄
与
し
た
。 

方
面
隊
対
空
戦
闘
射
撃 

 
 
 

第 １ ０ 師 団 訓 練 検 閲  約３，２００名が集結  

第
８
高
射
特
科
群 

故障車の野外整備（第１０後方支援連隊） 

 

第
14
旅
団
（
旅
団
長 

小
和
瀬
将
補
）
は
、
平
成

31
年
１
月
25
日
（
金
）
か

ら
30
日
（
水
）
ま
で
の
間
、

日
出
生
台
演
習
場
に
お
い

て
第
３
次
旅
団
訓
練
検
閲

（
中
部
方
面
特
科
隊
実
射

検
閲
）
を
実
施
し
た
。 

 

本
検
閲
は
、
「
中
部
方

面
特
科
隊
の
射
撃
の
精
度

及
び
速
度
を
評
価
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
進
歩
向
上

を
促
す
」
こ
と
を
目
的
と

し
て
戦
略
機
動
訓
練
後
の

実
射
検
閲
が
行
わ
れ
た
。 

 

統
裁
官
は
、
訓
練
に
先

立
ち
「
日
頃
の
練
成
成
果

と
そ
の
実
力
の
全
て
を
弾

先
す
な
わ
ち
『
精
度
・
速

度
』
で
証
明
せ
よ
」
、 

 
 

高度な射撃技術を要する高射角射撃 

山崎陸幕長（美保分屯地）初度視察 

第

14

旅

団

訓

練

検

閲 

練
成
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮 

 

第
８
高
射
特
科
群
（
群
長 

小
山
１
佐
）
は
、
平
成

31
年
２
月
９
日
（
土
）
か
ら
16
日
（
土
）
ま
で
の
間
、

航
空
自
衛
隊
小
松
基
地
及
び
入
間
基
地
、
金
沢
駐
屯
地

等
に
お
い
て
方
面
隊
対
空
戦
闘
訓
練
（
総
合
訓
練
）
を

実
施
し
た
。
本
訓
練
は
、
方
面
隊
の
対
空
戦
闘
能
力
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
８
高
射
特
科
群
、

第
14
高
射
特
科
隊
、
第
３
高
射
特
科
大
隊
、
第
13
高
射 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

担当者から説明を受ける山崎陸幕長 

 
 

 

山
崎
陸
幕
長
は
、
平
成
31
年
２
月
18
日
（
月
）
、

19
日
（
火
）
美
保
分
屯
地
及
び
空
自
美
保
基
地
を

視
察
し
た
。
幹
部
挨
拶
、
状
況
報
告
及
び
部
隊
の

現
況
を
確
認
さ
れ
た
陸
幕
長
は
、
昨
年
４
月
に
新

編
さ
れ
た
美
保
分
屯
地
に
お
い
て
、
新
隊
舎
及
び

ヘ
リ
格
納
庫
な
ど
を
重
点
的
に
視
察
さ
れ
、
担
当

者
か
ら
Ｃ
Ｈ‐

47
の
運
用
や
器
材
等
の
説
明
を
受

け
る
と
と
も
に
、
各
級
指
揮
官
及
び
隊
員
を
激
励

し
、
美
保
分
屯
地
の
視
察
は
終
了
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

対空戦闘射撃訓練 

迅速・正確な射撃を行う中部方面特科隊 

「
新
た
な
射
撃
に
果
敢
に

挑
戦
せ
よ
」
と
要
望
し
た
。

検
閲
課
目
と
し
て
、
ヘ
リ

か
ら
観
測
し
な
が
ら
行
う

空
中
観
測
射
撃
、
同
時
に

複
数
の
任
務
に
対
す
る
即

時
射
撃
及
び
高
度
な
技
術

を
要
す
る
高
射
角
に
よ
る

射
撃
な
ど
が
行
わ
れ
た
。 

 

中
部
方
面
特
科
隊
（
隊

長 

内
野
１
佐
）
を
核
心

に
、
中
部
方
面
特
科
隊
全

体
員
が
一
丸
と
な
り
、
情

報
・
火
力
の
連
携
に
よ
る

効
果
的
な
戦
闘
を
行
う
と

と
も
に
、
統
裁
官
の
要
望

事
項
に
基
づ
き
、
「
野
戦

特
科
精
神
」
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
、
所
望
の
成
果
を

得
て
本
検
閲
を
終
了
し
た
。 

東
富
士
演
習
場
で
師
団
規
模
演
習 

   
 

 

本
訓
練
に
参
加
し
た
、
第
10

後
方
支
援
連
隊 

残留住民の保護（第１０音楽隊） 有線構成（第１０通信大隊） 

特
科
中
隊
等
が
訓
練
部
隊
と

な
り
、
空
自
中
部
航
空
方
面

隊
、
陸
自
高
射
学
校
等
の
支

援
を
受
け
、
対
空
作
戦
に
係

る
各
種
指
揮
統
制
シ
ス
テ
ム

を
連
接
し
、
実
機
に
よ
る
対

空
戦
闘
を
行
い
、
対
空
戦
闘

に
関
す
る
部
隊
の
連
携
及
び

航
空
自
衛
隊
と
の
連
携
要
領

に
つ
い
て
演
練
し
た
。 

 

翌
20
日

（
水
）
に
は
、

島
根
地
本
（
隠

岐
の
島
駐
在
員

事
務
所
）
を
視

察
し
、
島
根
地

本
長
よ
り
全
般

説
明
を
受
け
る

と
と
も
に
、
所

員
一
人
ひ
と
り

を
激
励
し
視
察

は
終
了
し
た
。 

 
 

隊員を激励する山崎陸幕長 

２０１９年２月２７日発刊号 中部方面隊広報紙 



              

（３） 

 

中
部
方
面
総
監
部
は
、
平
成

31
年
２
月
７
日
（
木
）
伊
丹
駐

屯
地
（
体
育
館
）
に
お
い
て
方

面
区
内
の
自
治
体
に
勤
務
す
る

防
災
等
担
当
者
の
参
加
を
得
て
、

情
報
・
意
見
交
換
会
を
実
施
し

た
。 

 

国
民
保
護
検
討
会
で
は
、
内

閣
官
房
と
消
防
庁
か
ら
講
師
を

招
き
、
約
１
時
間
の
講
義
を
実

施
し
、
国
民
保
護
法
制
及
び
有

事
に
お
け
る
自
治
体
の
位
置
づ

け
等
に
つ
い
て
講
話
し
た
。 

 

災
害
派
遣
検
討
会
で
は
、
平

成
30
年
７
月
豪
雨
に
お
け
る
被

害
状
況
や
災
害
時
の
取
組
み
に

つ
い
て
各
自
治
体
か
ら
活
動
等

を
発
表
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

近
年
の
災
害
時
に
お
け
る
問
題

点
や
自
治
体
と
自
衛
隊
の
連
携

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
活
発
に

情
報
・
意
見
交
換
を
図
っ
た
。 

 

ま
た
、
総
監
講
話
で
は
、

「
平
成
28
年
の
「
熊
本
地
震
」 
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総

監

部

隊

視

察 

訓練展示 

千里眼 

（
火
） 

（
金
） 

真 

五百旗頭真先生による講話 

第
13
旅
団 

○
○
名
が
新
着
任
ｆ
ｆ
ｆ 

写 真 

 

中
部
方
面
総
監
は
、
平
成

31
年
１
月
30
日
（
水
）
、
31

日
（
木
）
に
祝
園
分
屯
地
、

奈
良
地
本
及
び
和
歌
山
駐
屯

地
、
２
月
５
日
（
火
）
、
防

府

分

屯

地

、
２

月

18

日

（
月
）
、
19
日
（
火
）
及
び

20
日
（
水
）
に
は
米
子
駐
屯

地
、
美
保
分
屯
地
及
び
鳥
根

地
方
協
力
本
部
（
隠
岐
の
島

駐
在
事
務
所
）
を
視
察
し
た
。 

 

各
部
隊
等
に
お
い
て
、
幹

部
挨
拶
、
状
況
報
告
を
受
け

る
と
と
も
に
、
隊
内
巡
視
及

び
主
要
幹
部
と
の
懇
談
で
部

隊
の
実
情
等
を
把
握
し
た
。 

 

ま
た
、
各
駐
（
分
）
屯
地

等
の
視
察
に
お
い
て
は
、
隊

員
の
生
の
声
を
聞
き
な
が
ら

隊
員
を
激
励
す
る
と
と
も
に
、

各
級
指
揮
官
及
び
全
隊
員
に

対
し
、
統
率
方
針
及
び
各
部

隊
等
の
特
性
に
応
じ
た
要
望

事
項
等
に
つ
い
て
訓
示
し
、

部
隊
視
察
は
終
了
し
た
。 

 
 
 

写 真 
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自
治
体
防
災
等
担
当
者
と
の
情
報
・
意
見
交
換
会 
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海
田
市
で
メ
デ
ィ
ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

 

女
性
活
躍
・
Ｗ
Ｌ
Ｂ
推
進
集
合
訓
練 

 

 
 

 
 

 

中
部
方
面
総
監
部
は
、
平
成
31
年
２
月
14
日
（
木
）

第
13
旅
団
（
旅
団
長 

山
根
将
補
）
に
対
し
、
メ
デ
ィ

ア
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
訓
練
で
は
、
あ
い
ば

野
演
習
場
へ
移
動
中
の
大
型
車
両
が
民
家
に
衝
突
、
隊

員
が
死
亡
す
る
事
案
が
発
生
し
た
想
定
で
行
な
わ
れ
、

旅
団
長
以
下
、
旅
団
司
令
部
が
一
体
と
な
り
本
訓
練
に 

女性活躍・ワークライフバランス推進集合訓練 

写 真 

  

中
部
方
面
隊
は
、
平
成
31
年
２
月
21
日

（
木
）
に
伊
丹
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ
た
「
女
性

活
躍
・
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
推
進
集
合
訓
練
」
に

参
加
し
た
。
本
訓
練
は
、
陸
上
幕
僚
監
部
人
事

教
育
部
の
施
策
で
、
陸
上
自
衛
隊
に
お
け
る
女

性
活
躍
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
対
す
る

理
解
促
進
及
び
意
識
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
た
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

推
進
の
た
め
の
取
組
み
で
は
、
管
理
職
員
や
人 

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
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・
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・
・
・
・
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・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
公
財
）
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
理
事
長  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
百
旗
頭
真
先
生
に
よ
る
講
話 

訓示（祝園分屯地） 

写 真 

和
歌
山
・祝
園
・防
府
・米
子
・美
保
駐
（分
）屯
地
・

奈
良
地
本
・ 

鳥
取
地
本
（隠
岐
の
島
駐
在
事
務
所
） 

報道対応要領を演練 

奈良地本 

以
降
、
政
府
と
し
て
自
治
体
に 

対
し
よ
り
積
極
的
に
支
援
を

行
っ
て
い
く
態
勢
に
移
行
し
つ

つ
あ
り
、
自
衛
隊
と
し
て
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
現
場
の
支
援

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
と
と

も
に
、
具
体
的
な
支
援
内
容
を

自
治
体
等
に
対
し
提
案
し
て
い

く
意
識
と
姿
勢
を
保
持
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
述

べ
た
。 

 

引
き
続
き
行
わ
れ
た
、
元
防

衛
大
学
校
長
五
百
旗
頭
真
先
生

の
講
話
で
は
、
「
創
造
的
復
興

の
展
開
」
と
題
し
、
阪
神
淡
路

大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
等
に

お

け

る

実

体

験

に

基

づ

き

「
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
」
、
「
自

治
体
間
の
広
域
的
支
援
」
な
ど

災
害
時
に
お
け
る
広
域
的
支
援
、

同
業
間
支
援
等
の
重
要
性
に
つ

い
て
講
話
い
た
だ
き
、
参
加
者

の
今
後
の
業
務
に
大
い
に
参
考

と
な
っ
た
。 

防災担当者との情報・意見交換会 

米子駐屯地 

記者会見 

和歌山駐屯地 防府分屯地 

事
担
当
者
等
に
対
し
、

部
外
有
識
者
に
よ
る

講
話
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
上
級
部
隊
よ

り
施
策
説
明
及
び
部

隊
に
お
け
る
女
性
の

活
躍
推
進
の
現
況
等

に
関
し
て
、
意
見
交

換
が
実
施
さ
れ
た
。 

参
加
し
て
事
故
対
処
要

領
を
演
練
し
た
。
専
門

業
者
に
よ
る
実
際
的
な

演
練
と
訓
練
終
了
後
速

や
か
に
行
な
わ
れ
た
講

義
に
よ
り
、
報
道
対
応

上
の
各
種
教
訓
を
得
た
。 

 

ま
た
、
記
者
会
見
は
、

旅
団
長
自
ら
が
実
施
す

る
と
と
も
に
、
会
見
終

了
後
は
専
門
業
者
よ
り

講
評
（
個
別
レ
ビ
ュ
ー
）

が
行
わ
れ
た
。 

ファザーリング・ジャパン関西 

隊員の激励 水際地雷の展示説明 

ライフプランナー佐伯忠史氏 

隊員の激励 隊員の激励 

２０１９年２月２７日発刊号 中部方面隊広報紙 



              

地本のチカラ 

ふ ぁ み さ ぽ 通 信 （連載：第２７回） 千僧駐屯地業務隊 
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「
今
日
よ
り
明
日
」
そ
れ
は
、
今
よ
り
前
に

進
め
ば
何
か
し
ら
良
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
と
い
う
希
望
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る

未
来
の
事
だ
と
思
い
ま
す
。
過
去
は
変
え
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
が
、
未
来
は
自
身
で
変
え
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
今
が
最
悪
と
思
っ
て
る

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
が

最
悪
と
言
う
事
は
、
今
が
一
番
悪
い
時
で
あ
り
、

前
に
進
め
ば
ほ
ん
の
少
し
良
い
事
が
あ
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
現
在
を
生
き
る
中
で
、
職
務
面
、
生
活
面
に

お
い
て
い
ろ
い
ろ
な
困
難
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
困
難
な
時
ほ
ど
、
「
今
日
よ
り
明
日
」

は
何
か
良
い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
と
プ
ラ
ス
思

考
で
臨
ん
で
み
る
事
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。 

 

ま
た
、
職
務
面
に
お
け
る
失
敗
等
を
思
い
悩

ん
で
頭
を
抱
え
て
い
る
隊
員
に
対
し
て
は
、
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
失
敗
で
無
け
れ
ば
、
失
敗

と
は
成
功
す
る
た
め
の
練
習
と
思
え
ば
良
い
と

諭
し
、
前
向
き
に
業
務
に
取
り
組
め
る
よ
う
な

環
境
を
整
え
、
隊
員
個
人
に
対
す
る
最
良
の
助

言
を
見
出
し
て
や
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

明
日
と
言
う
日
は
、
今
日
よ
り
も
未
来
の
事

な
の
で
、
先
へ
先
へ
と
前
進
し
、
ほ
ん
の
少
し

で
も
良
い
か
ら
前
に
進
む
、
進
め
ば
「
昨
日
よ

り
今
日
」
「
今
日
よ
り
明
日
」
と
な
り
、
ほ
ん

の
少
し
の
喜
び
を
誰
し
も
掴
む
事
が
出
来
る
と

思
い
ま
す
。
気
分
が
落
ち
込
ん
で
い
る
時
に
こ

そ
、
そ
の
小
さ
な
良
い
事
を
探
し
自
分
が
笑
顔

に
な
る
よ
う
、
明
日
は
今
日
よ
り
楽
し
く
や
れ

る
よ
う
に
自
分
で
「
今
日
よ
り
明
日
」
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

東三河産キャベツ 
大盛りカツカレー 

 第１３音楽隊 
（海田市ｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚ駐
屯地） 
 

愛犬と 

（４） 

第１０特殊武器防護隊 

  （守山駐屯地） 

   先任上級曹長 
     准陸尉 
    柿本 陸雄  

  ひだか  さ え   
 陸士長 日高 沙絵 

中部方面隊音楽まつり告知 

 

千
僧
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
兵
庫
県

神
戸
市
及
び
淡
路
島
全
域
を
担
当
地

域
と
し
て
関
係
部
外
団
体
（
東
・
西

神
戸
自
衛
隊
家
族
会
及
び
隊
友
会
淡

路
島
支
部
）
と
連
携
し
た
家
族
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

兵
庫
地
本
の
協
力
を
得
て
家
族
会

月
例
理
事
会
に
参
加
し
、
支
援
要
望

隊
員
家
族
と
支
援
可
能
な
家
族
会
会

員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
共
同
で
実
施

し
て
い
る
。
（
写
真
①
）
支
援
要
望

隊
員
の
95
％
が
他
駐
屯
地
所
属
で
あ

る
が
、
隊
員
の
同
席
し
た
顔
合
わ
せ

も
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
着
実
に

進
捗
し
て
い
る
。
自
衛
隊
員
を
親
族

に
持
つ
者
同
士
の
顔
合
わ
せ
は
と
て

も
和
や
か
で
、
近
隣
に
相
談
で
き
る

方
の
存
在
に
心
強
く
感
じ
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。
（
写
真
②
） 

 

ま
た
、
２
月
に
は
、
神
戸
地
区
に

お
い
て
安
否
確
認
訓
練
を
行
い
、
神

戸
地
区
自
衛
隊
家
族
会
と
の
連
携
を

よ
り
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
淡
路

島
は
自
衛
隊
家
族
会
が
所
在
し
な
い

た
め
、
隊
友
会
（
淡
路
島
支
部
）
の

協
力
を
得
な
が
ら
家
族
支
援
態
勢
を

構
築
す
る
等
、
家
族
支
援
施
策
の
実

効
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。 

 

今
後
も
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
・
隊

員
へ
本
施
策
の
普
及
を
図
る
と
と
も

に
、
更
な
る
家
族
支
援
施
策
充
実
の

た
め
、
関
係
部
外
団
体
と
の
連
携
強

化
に
努
め
て
い
く
。 

 
 

 
ＣＳＭの提言 

 

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
（
本
部

長 

前
田
肇
）
は
、
平
成
31
年
12
月
17

日
（
月
）
、
伊
丹
駐
屯
地
に
お
い
て
女

性
向
け
部
隊
見
学
「
医
療
系
・
後
方
支

援
系
職
場
見
学
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

こ
の
企
画
は
、
女
性
の
募
集
に
力
を

入
れ
る
中
で
、
募
集
対
象
者
等
に
医
療 

（連載第１１回 ：奈良地本） 

ツアー参加者による職場見学 

千里眼 

「
豚
コ
レ
ラ
の
概
要
に
つ
い
て
」 

「
女
性
向
け
部
隊
見
学
」 

写真① 

写真② 

系
・
後
方
支
援
系
業
務
を
研
修
さ
せ
る
こ
と
で
、

自
衛
隊
は
肉
体
労
働
が
多
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
払
拭
し
て
、
幅
広
い
対
象
者
が
志
願
し
や
す

く
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。 

 

本
見
学
ツ
ア
ー
に
は
保
護
者
を
含
む
男
女
７

名
が
参
加
し
、
衛
生
隊
、
会
計
隊
な
ど
戦
闘
職

種
以
外
の
職
場
を
見
学
さ
せ
、
そ
の
業
務
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
た
。 

 

衛
生
隊
で
の
、
予
備
自
衛
官
に
対
す
る
訓
練

の
見
学
や
、
会
計
隊
と
医
務
室
で
の
課
長
に
よ

る
説
明
に
よ
り
、
参
加
者
の
持
つ
、
自
衛
隊
は

肉
体
労
働
が
多
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
た
。 

 

恒
常
業
務
の
様
子
を
見
学
す
る
た
め
、
平
日

に
本
ツ
ア
ー
を
計
画
し
た
た
め
、
参
加
者
が
少

数
で
あ
っ
た
も
の
の
、
参
加
し
た
募
集
対
象
者

か
ら
は
「
普
段
隊
員
が
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て

い
る
か
が
よ
く
分
か
り
新
鮮
で
し
た
。
」
「
自

衛
隊
を
目
指
す 

に
あ
た
り
、
何 

が
向
い
て
い
る 

の
か
、
自
分
な 

り
に
分
析
で
き 

参
考
に
な
っ
た
。 

」
等
の
感
想
が 

あ
っ
た
。 

 

奈
良
地
本
で 

は
、
後
方
支
援 

業
務
の
様
子
を 

見
せ
る
見
学
に 

意
義
を
感
じ
、 

今
後
も
実
施
を 

予
定
し
て
い
る
。 

 
 
 

豚
コ
レ
ラ
と
は
、
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り 

 
 

起
こ
る
豚
、
い
の
し
し
の
熱
性
伝
染
病
で
、
強
い 

 
 

感
染
力
と
高
い
致
死
率
が
特
徴
。
感
染
豚
は
唾
液
、 

 
 

涙
、
糞
尿
中
に
ウ
イ
ル
ス
を
排
泄
し
、
接
触
等
に

よ
り
感
染
が
拡
大
す
る
。
治
療
法
は
無
く
、
発
生
し
た

場
合
の
家
畜
業
界
へ
の
影
響
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

家
畜
伝
染
病
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

我
が
国
で
は
、
昨
年
９
月
、
26
年
振
り
に
発
生
が
確

認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
我
が
国
に
お
け
る
本

病
の
発
生
状
況
と
清
浄
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

本
病
は
、
明
治
20
年
末
の
北
海
道
に
お
け
る
発
生
が

日
本
最
初
の
発
生
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、

国
内
各
地
で
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
き

た
。
そ
し
て
時
を
経
て
、
昭
和
44
年
に
弱
毒
生
ワ
ク
チ

ン
が
開
発
さ
れ
、
組
織
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
、

発
生
は
激
減
。
平
成
4
年
の
発
生
を
最
後
に
、
平
成
5

年
以
降
発
生
が
な
い
こ
と
か
ら
、
養
豚
先
進
国
と
同
様

に
ワ
ク
チ
ン
を
用
い
な
い
防
疫
体
制
の
確
立
に
よ
る
清

浄
化
を
目
指
し
、
平
成
8
年
よ
り
対
策
を
開
始
。
平
成

19
年
4
月
1
日
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
全
面
中
止
よ
り
1

年
が
経
過
し
、
豚
コ
レ
ラ
清
浄
国※

と
し
て
国
際
獣
疫

事
務
局
に
報
告
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
を
使
用
す
る
と
、 

豚
肉
の
輸
出
が
困
難
に
な
り
、
清
浄
国
へ
の
復
帰
に
も 

時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
当
面
、
防
疫
体
制
の
強
化

に
よ
っ
て
封
じ
込 

め
を
図
る
模
様
で 

あ
る
。 

 

そ
の
他
、
名
称 

が
似
て
い
る
が
全 

く
別
の
病
気
で
あ 

る
ア
フ
リ
カ
豚
コ 

レ
ラ
に
つ
い
て
も
、 

昨
年
夏
か
ら
中
国 

で
蔓
延
し
、
日
本 

各
地
の
空
港
で
も 

観
光
客
の
手
荷
物 

等
か
ら
確
認
さ
れ 

て
い
る
こ
と
か
ら
、 

注
意
が
必
要
で
あ 

る
。 
 

「
今
日
よ
り
明
日
」 

豚コレラの発生状況（２０１８年９月 農水省） 
凡 例   ピンク：豚コレラ非清浄国 
     水 色：豚コレラ清浄地域を含む国 
     白 色：豚コレラ清浄国 
※ 豚コレラ清浄国：豚コレラが発生していない、 
 またはワクチン接種によって撲滅された国  

等
に
対
し
、
部
外
有

識
者
に
よ
る
講
話
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、

上
級
部
隊
よ
り
施
策

説
明
及
び
部
隊
に
お

け
る
女
性
の
活
躍
推

進
の
現
況
等
に
関
し

て
、
意
見
交
換
が
実

施
さ
れ
た
。 

２０１９年２月２７日発刊号 中部方面隊広報紙 


